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ID 小学校 中学校 合計 担任有 担任無 主任経験 指導的立場経験 思い入れ 実施頻度
初心者
A 2 1 3 3 0 0 なし 4 月１回
B 6 0 6 6 0 0 なし 2 月１回
熟達者
C 12 18 30 16 14 1 なし 4 月４回





















































できた。それらは「ア 問題点の指摘と改善案」「イ 問題点の指摘とその説明」「ウ 問
題点の指摘」「エ 疑問」「オ 提案」「カ 自身の実践への振り返り」「キ この話合いの
よさ・よい点」「ク この学級のよさ・よい点」「ケ 成り行きへの関心・期待」「サ 指





















A B C D
分節数 発字数 分節数 発字数 分節数 発字数 分節数 発字数
ア 1（2.0％） 98（3.6％） 10（9.2％） 2368（38.7％） 10（37.0％） 1141（56.4％）
イ 1（2.0％） 91（3.4％） 1（0.9％） 211（3.5％） 3（11.1％） 199（9.8％）
ウ 1（3.3％） 31（4.7％） 4（8.2％） 566（21.0％） 7（6.4％） 534（8.7％） 1（3.7％） 81（4.0％）
エ 3（10.0％） 67（10.1％） 3（6.1％） 133（4.9％） 6（5.5％） 171（2.8％）
オ 2（6.7％） 54（8.1％） 1（2.0％） 18（0.7％） 2（1.8％） 58（1.0％） 1（3.7％）
カ 1（2.0％） 109（4.0％） 1（3.7％） 35（1.7％）
キ 8（26.7％） 186（28.0％） 1（2.0％） 121（4.5％） 5（4.6％） 226（3.7％） 3（11.1％） 152（7.5％）
ク 1（2.0％） 99（3.7％） 3（2.8％） 386（6.3％） 1（3.7％） 44（2.2％）
ケ 1（3.3％） 47（7.1％） 1（2.0％） 24（0.9％） 1（0.9％） 164（2.7％） 2（7.4％） 219（10.8％）
サ 2（6.7％） 48（7.2％） 5（4.6％） 562（9.2％） 1（3.7％） 16（0.8％）
シ 1（3.3％） 22（3.3％） 8（16.3％） 777（28.8％） 16（14.7％） 594（9.7％） 103（5.1％）
ス 9（18.4％） 400（14.8％） 20（18.4％） 352（5.8％）
タ 12（40.0％） 210（31.6％） 18（36.7％） 259（9.6％） 24（22.0％） 431（7.0％） 3（11.1％） 31（1.5％）
チ 9（8.3％） 63（1.0％） 1（3.7％） 2（0.1％）
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